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種まきイベント種まきイベント
綿花「超長綿」綿花「超長綿」

収穫イベント収穫イベント

綿花の様子を確認する藤原さん綿花の様子を確認する藤原さん

加
か
藤
とう
完
かん
一
いち
商店（大東町）（藤

ふじ
原
はら
　潤

じゅん
さん）

　加藤完一商店では平成30年から大東町で
綿花の栽培を開始し、現在では製品販売まで
を手掛けています。
　大東町山王寺や岡村などにある休耕田を
活用し、合わせて7,000㎡の農地で、綿花
「超

ちょうちょうめん

長綿」を無農薬栽培されています。超長
綿の特徴は繊維の長さと上質さで、無農薬で栽培されたも
のは世界的にも希少です。加藤完一商店では、糸の紡績か
ら商品製造まで国内の企業で行っており、100％大東町産
の綿花でＴシャツやマスクなどが製造・販売され、今年は
60枚限定でＴシャツが製品化されました。
　今後の課題は安定供給と価格とのことで、解決に向けてほ
場面積の拡大を検討されています。新たな産品づくりなど今
後の展開に意欲的に取り組まれています。
　商品は加藤完一
商店のサイトや
奥出雲葡萄園内
ショップで購入で
きます。

Tシャツ

写真提供：写真提供：一一
いっしきいっしき

色色康康
やすひろやすひろ

弘弘さんさん

マスク



令和３年度の別段（下限）の面積を第17回総会で決定しました。（令和３年11月22日）
大東・掛合町：30ａ、加茂・木次・三刀屋・吉田町：20ａ 2

 農業委員会では 
①遊休農地の実態把握と発生防止・解消
②地域の農地利用の確認　
③違反転用発生防止・早期発見
を目的に毎年市内全域を農地パトロール（利用意向調査）し
ています。この調査は農業委員会業務の必須業務とされてい
る「農地利用の適正化」の位置付けで重要な取り組みの一つ
です。
　地域内の農地を見回り「遊休農地（荒廃農地）」になって
いるかどうかを判断します。

遊休農地とは？ 
❶１年以上にわたって耕作されておらず、今後も耕作がさ
れていないと見込まれる農地
❷周辺の農地と比べて著しく低利用となっている農地

なぜ調査が必要なの？ 
　農地法では「農地を農業上適正、かつ効率的に利用するこ
とを確保しなければならない」と農地の権利を有する者の責
務規定があります。
　農地の適正な管理を怠ると雑草の繁茂や害虫の温床だけで
なく、ごみの不法投棄や悪臭や汚水などの発生源となり近隣
農業者、周辺住民に大きな迷惑となる可能性がありますので
適正な管理をお願いしま
す。

遊休農地と確認したら 
　農地の所有者などへ「利
用意向調査」で今後の利用
確認をします。
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農地パトロールとは

地図で農地の位置を確認する様子地図で農地の位置を確認する様子

農委だより



空き農地バンクの「登録」や「利用」については農業委員会に問い合わせください。3

　被災箇所の様子（農地パトロールより）

三刀屋町中野地内三刀屋町中野地内 掛合町掛合地内掛合町掛合地内 三刀屋町六重地内三刀屋町六重地内

吉田町吉田地内吉田町吉田地内

令和3年11月22日現在
登録番号 所在地 地目 面積 (㎡ ) 進入路 農地の状態 備　　考

01 大東町下佐世 畑 496 有 道幅2.5ｍ 休耕中 01-02は隣接

02 大東町下佐世 畑 31 有 道幅2.5ｍ 休耕中 01-02は隣接

03 木次町東日登 田 694 有 道幅3m 耕　作

04 木次町東日登 田 1,945 有 道幅3m 耕　作 03-06は隣接

05 木次町東日登 田 825 有 道幅3m 耕　作 03-06は隣接

06 木次町東日登 田 443 有 道幅3m 耕　作 03-06は隣接

07 大東町西阿用 田 443 有 道幅3m 耕　作 07-11は隣接

08 大東町西阿用 田 180 有 道幅3m 耕　作 07-11は隣接

09 大東町西阿用 田 1,049 有 道幅3m 耕　作 07-11は隣接

10 大東町西阿用 田 1,064 有 道幅3m 耕　作 07-11は隣接

11 大東町西阿用 田 987 有 道幅3m 耕　作 07-11は隣接

12 木次町新市 畑 293 有 休耕中 12-13は隣接

13 木次町新市 畑 13 有 休耕中 12-13は隣接

14 大東町新庄 田 364 有 道幅3m 休耕中 14-16は隣接

15 大東町新庄 畑 329 有 道幅3m 休耕中 14-16は隣接

16 大東町新庄 田 1,652 有 道幅3m 休耕中 14-16は隣接

17 大東町新庄 畑 136 有 道幅3m 休耕中

18 大東町新庄 田 2,602 有 道幅3m 休耕中

空き農地バンク　登録状況

＊農業委員会ホームページでは農地の画像を掲載しています。
＊農地の詳細は農業委員会へ問い合わせください。

※詳しくは農業委員会かお近くのJAへ！

農業者年金に
　　加入しませんか

令和４年から改正があります。

①３５歳未満の方は保険料下限額が２万

　　　　　　⇒１万円に引き下げ。（一定の要件あり）

②年金受給開始時期が選択できます。
                                 　　　　　   （６５才以上７５才未満で選択）

③６５歳まで加入できます　

                             　　　　　  （国民年金任意加入者のみ）

年間60日以上
農業に従事

60才未満国民年金
第１号被保険者

加入
資格

令和３年７月豪雨 農地・農業用施設災害状況令和３年７月豪雨 農地・農業用施設災害状況

　各町ごとの被災箇所数　各町ごとの被災箇所数（雲南市農林振興部調査より）（雲南市農林振興部調査より）
（令和３年10月29日時点）

大東町 加茂町 木次町 三刀屋町 吉田町 掛合町 合計
農　地 117 39 258 1,013 226 248 1,091
農業用
施　設 77 25 138 549 134 156 1,079
合　計 194 64 396 1,562 360 404 2,980

【農地・農業用施設災害についての問い合わせ先】
　農林土木課　農林災害復興チーム　☎ 0854-40-1081

　詳しい支援策などについては
　市報うんなん１月号をご覧ください。

農委だより
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新年は雲南市で造られているお酒で楽しみませんか？

 ちょっと豆知識
　日本最古の歴史書といわれる「古事
記」や「出雲風土記」での舞台の中心
は島根県であったと言われています。
　「古事記」ではあの有名な「ヤマタ
ノオロチ退治」で登場する「やしおり
の酒」が出てきます。
　また「出雲風土記」でも全国の
八百万の神々が集まり、酒を造り、宴
会（直

なおらい

会）を行ったと記されており、
島根県は日本酒発祥の地とも言われて
います。

竹下本店
大吟醸　出

いずもほまれ

雲誉
　島根県産山田錦と酒造りの井戸水と山
からの湧き水を使い、35％の精米歩合で
醸造され、150年の酒蔵で出雲蔵人によ
りゆっくり時をかけて仕込まれています。
繊細で芳醇な香りの中に甘みと酸味が重
なり、まろやかな味わいを楽しめます。冷
蔵庫から出して30分くらいが飲み頃です。
砂糖などの甘みがあ
ると酒本来の甘みが
楽しめなくなるので、
少し甘みの少ないも
のを合わせるのがお
すすめで、天ぷら（魚
介系）が一押しとの
ことです。 ▲代表取締役

　竹
たけ
下
した
三
さぶ
郎
ろう
さん

（問）http://www.takeshita-honten.com/

奥出雲葡萄園
シャルドネ（白）

　令和元年にワインコンクールで賞を獲得
した「シャルドネ（白）」。特徴は熟成方法に
あります。通常は赤ワインのみ樽で熟成され
る中、このシャルドネは白ワインでありなが
ら樽で熟成して造られています。フレッシュ
さがあり、樽の香りと共に味の膨らみも感じ
られ、時間の経過と共に楽しめるワインで
す。保管に最適な温度は
14.5度です。カマンベー
ルチーズにはちみつが特
に合うとのこと。チョコ
レートや焼き芋など、甘
さが感じられるものとの
相性も良いのでいろいろ
な楽しみ方を見つけてく
ださい。
（問）http://www.okuizumo.com/

▲スタッフ
　佐

さ
藤
とう
謙
けん
一
いち
さん

木次酒造
無濾過生原酒 純米吟醸 雲

くも

　吉田町で収穫された佐香錦と酒造の
倉に連なる岩清水を使い、ラベルは斐
伊川和紙で瓶以外は地元産にこだわり、
生産者の顔が見える地元に根差した酒
造りをされています。
　辛口な「雲」のベストな飲み頃は、冷
蔵庫から出して30、40分位置いてから
がおすすめで、燗
であれば60～70
度がおすすめで
す。少し酸味も感
じられるこのお酒
はチーズとの相性
も良く、焼きさば
ずしとも合います。 ▲杜氏

　川
かわ
本
もと
康
やす
裕
ひろ
さん

（問）http://www.kisukisyuzou.com/

農事組合法人 すがや
純米吟醸 無濾過 生原酒
要
よう

四
し

郎
ろう

　標高300ｍの吉田町吉田の菅谷地
区で収穫された佐香錦100％で造ら
れた純米吟醸酒です。「要四郎」は菅
谷たたら最後の村

むら

下
げ

、堀
ほり

江
え

要
よう

四
し

郎
ろう

さ
んが由来となっています。無濾過原
酒で辛口な風味のこのお酒は、クラッ
シュアイスに水
と要四郎（１：
１）で割る飲み
方がとても飲み
やすくておすす
めで、干物など
がよく合うそう
です。 ▲代表理事

　錦
にしこおり
織　満

みつる
さん

（問）☎0854－74－0931

尺の内農園
シャルドネ２０２０（白）

　令和２年に尺の内農園で初めて収穫
されたブドウを醸造した限定600本の
ワイン「シャルドネ２０２０」。原料のブ
ドウは、施設の通所者の皆さんが手作
業で大切に育てられました。フルーティ
で少し辛口な白ワインは初めての方で
も飲みやすく、魚介や前菜などにもよ
く合います。この
ラベルのデザイン
も社員の方が作ら
れ、（福）あおぞ
ら福祉会で手掛け
ているお茶やコウ
ノトリがちりばめ
られたデザインと
なっています。

▲法人理事
　森
もり
山
やま
史
し
郎
ろう
さん

（問）https://www.syakunouchi.com/

お薦めの１本を紹介していただきました。

農委だより


